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Point 直列接続された二つのコンデンサの電荷は等しい。エネルギーの総和は、合成静電

容量を求めて、等価的に一つのコンデンサにしてから求める。

解説

Ｃ１〔μＦ〕とＣ２〔μＦ〕の直列合成静電容量Ｃ〔μＦ〕は，次式で表される。

Ｃ１Ｃ２ 10×50 10×50 50
Ｃ＝ ＝ ＝ ＝ 〔μＦ〕

Ｃ１＋Ｃ２ 10＋50 60 6

直列接続したＣ１〔Ｆ〕とＣ２〔Ｆ〕の電荷Ｑ〔Ｃ〕は同じ値であり次式で表される．

Ｑ＝Ｃ１Ｖ１＝10×10－６×4＝40×10－６〔Ｃ〕

Ｃ２の電圧Ｖ２〔Ｖ〕は、次式で表される。

Ｑ 40×10－６
Ｖ２＝ ＝ ＝0.8〔Ｖ〕

Ｃ２ 50×10－６

静電エネルギーの総和Ｗ〔Ｊ〕は，次式で表される。

1 1
Ｗ＝ ＣＶ２＝ Ｃ(Ｖ１＋Ｖ２)２

2 2

1 50 50×23.04
＝ × ×10－６×(4＋0.8 )２＝ ×10－６

2 6 12

1,152
＝ ×10－６〔Ｆ〕＝ 96〔μＦ〕

12

［正答：3]



Point Ｒ１とＲ３を等価的に一つの抵抗とすれば、それらに流れる電流から電圧を求める

ことができる。

解説

Ｒ１〔Ω〕とＲ３〔Ω〕の並列合成抵抗Ｒ〔Ω〕は，次式で表される。

Ｒ１Ｒ３ 40×10 400
Ｒ＝ ＝ ＝ ＝8〔Ω〕

Ｒ１＋Ｒ３ 40＋10 50

合成抵抗Ｒに流れる電流はＩ＝Ｉ０－Ｉ２＝6－2＝4〔Ａ〕だから、ＲおよびＲ２〔Ω〕

に加わる電圧Ｖ〔Ｖ〕は、次式で表される。

Ｖ＝ＩＲ＝4×8＝32〔Ｖ〕

Ｒ２〔Ω〕は次式で表される。

Ｖ 32
Ｒ２＝ ＝ ＝16〔Ω〕

Ｉ２ 2

［正答：3]

正しく

5 パワーMOSFETの並列接続は、発振防止やスイッチング時間の整合などの注意が必要であ

るが、バイポーラトランジスタと比べると並列運転は容易である。

［正答：5]



Point 雑音電圧によって、負のスケルチ制御電圧を発生させ、低周波増幅器の動作を止め

る。

［正答：1]



Point 1/4波長整合線路の整合条件の式から分岐点のインピーダンスを求める。分岐点で

は二つのアンテナの変換されたインピーダンスは並列接続となる。

解説

特性インピーダンスＺ０〔Ω〕の 1/4 波長整合線路（Ｑ形変成器）の終端にＲ〔Ω〕

のインピーダンスを接続したとき，受端からみたインピーダンスをＺ〔Ω〕とすると，次

式が成り立つ．

Ｚ０
２

Ｚ＝ 〔Ω〕
Ｒ

75２ 5,625
＝ ＝ ＝112.5〔Ω〕

50 50

分岐点における合成インピーダンスＺＴ〔Ω〕は、二つのＺの並列接続となるので、次

式で表される。

Ｚ 112.5
ＺＴ＝ ＝ ≒56.3〔Ω〕

2 2

［正答：4]

Point ＣＭ形方向性結合器は、通過形電力計やＳＷＲメータに用いられる。

［正答：2]


